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特 霜 遠日
徴 月 山

祭 の

の

紀 ● い も 一 に ● か ら み り あ 田 神 ● で ら う ●
り そ 知 な 1ノ哲 も に は や 天 る. 県 楽 祭. あ え に 遠

の の る お ウ 約 っ湯 華 ま龍 が の 歌 り る て 旧 山
古 他 こ 濃 	 し 一 立 や 一 村 ゛ 保 や は 0 	゙ の

い に と 厚 、	 つ 神 か 御 の 徹 呂 舞 ゛	 神 譬霜
ガ 、	 の

い 乃星,) 宰4 釜0 モⅡ 捏	 欠見長
留 重 き を	 疋 の 古 を 一 一 て 一 う の	 も + は
め 要 る 留 7 ら 祭 態 中 愛 5 湯 ′1 湯 	 自 一 	゙ 1

て な ゜ め ダ れ り を 心 知 7゙゙ 立 b y i 	゙ 然 月 現	 ・

冒 	 こ1 社 1 耗 旨て.霊	 ♀村
゜ て	 る と 合 徴 る て 楔 の 固 乙 繰 に 	 べ 楽 二

こ や	 J ml に は 0 発村 冬 執 の り 設	 て旦月
願 ゛ そ 展 / 祭 す 神 返 げ 	 の を 中

の4テ	 ▽61 果重 の し 	 り る 楽 し た	 生 祭 に祭 事 	 - 	 2

りに	 01 た 病 最 た ・・ と	 ゛行竃	 命 り十
は 先、	 L し 人 た 奥 三 向 こ 三 う や	 の 月 二

じ だ	 霜、の をや る 三 遠 方 ろ 浦 湯 五	 一 と か
つ つ	 月 習 哲 出 も .河 信 一 に 半 立 徳 	 生 し 所む ・一

1 Ⅱ am'!i =! r7:zb eD i,.:w.: 漠晃 嘉ド
ざ を	 本 後 よ な の り 王 一 大 の あ た 	 ま 至 社、 た

で

ま繰	 質 に機ど祭 に に の き鎌 る湯	 と に 開
な り	 と な 萬 が り 比 南 お な 倉 0 釜	 お

1	 示 返	 も っ だ そ な べ 信 潔 特 神 全 に 	 を け 催さ
ぎ↓	 V 盈ξ,窺写6 1窃票辛嵩爾	 〒臭れ
富 ど	 べ 激 一 復 あ 味 一 り あ 奥 に 中	 の 陽 6

1	 む 	ゝ き に と と る で 帯 や る 三 み 、湯	 が の カ万で
と 細	 深 廃 	 無 ゜ は に ゛ ゜ 河 れ を	 ゛ 衰

ヒ) 部	 い れ あ事	 あ 分 近同 の ば 沸 	 こ 弱 本る	 接	 一
疋 に	 信 た 。 を	 る 布	 様 化 湯 き	 の と 来
よ わ	 仰 が , 願 	 が す すな 祭 立 た 	 祭 再 そ

) る
	 う た	 世 ゛一 つ	 る ウ 祭 り神 ぎ	 り生 のの

゜ つ	 界 そ 一 て 	 あ ゜ 田 り な 楽 ら	 の に 名
て	 を れ 立 神	 き そ 婁は ど は せ 	 本 な の

1	 神	 何 で 願 	々 ら れ と 隣 が 秋 ゛ 	 旨 ぞ よ

●
遠

山

谷

十

二
か

所

の
祭

り

の
内

容

は
、
地

区

ご
と

に

類

似

性

を

も

ち

、
大

き

く

次

の
四

タ

イ

プ
(
系

統

)

に
分

け

ら

れ

る
。

*
円
付
は
桧
月

上
町
タ
イ
プ
・
・
・

[
上
村
]
上
町
(
Ⅱ
日
)
・
中
郷
(
12
日
↓
第
一

土
曜
旦

・
程
野
(
H
日
)

下
栗
タ
イ
プ
・
・
・
[

上
村
]
下

栗
(
13
旦

木
沢

タ
イ

プ
・
・
・

[
南

信

濃

]
中

立
/

八
日

市

場
(
隔

年

交

互

8

日
↓

1
日
)
・
上

島

(
第
一

土
曜

日
)
・

小
道
木
(
第
一

日
曜
日
)
・
木

沢
(
10
日
↓
第
二
土
曜
日
)

和
田
タ
イ
プ
・
・
・

[
南
信
濃
]
和

田
(
13
旦

・
八
重
河
内
(
15
日
)
・
大
町
(
23
日
)

●
以
上
の
四
タ
イ
プ
の
中
で
、
他

と
祿
だ
っ
た
違
い
を
見
せ
る
の
が
和
田
タ
イ
プ
で
あ
る
。
湯
立
て
は

一

口
の
湯

釜

を

用

い
た

三
立

の
み

で
、
内
容

も

他

に
比

べ
て

独

特

で
あ

る
。
舞

は
太

鼓

と

採

り

物

の
鈴

で
、

湯
釜
の
隅
を
立
場
と
し
て
神
事
や
舞
を
行
う
。

そ
れ

に

対
゛

し
て
他

の
三

タ

イ

プ

は

、

二
口

(
木

沢

の
み

王

口

)
の
湯

釜

の
周

り

で
湯

立

て
が
一

〇
立

前

後
も
厳
重
に
く
り
返
さ
れ
、
舞

に
は
ざ
ら
に
笛
を
伴
い
、
神

名
帳
奉
読
に
よ
ひ
全
国
一

の
宮
を
勧
請
す

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
な
か
で
も
木
沢
・
下
栗
タ
イ
プ
に
は
神
楽
歌
を
奏
す
る
際
に
銅
拍
子
が
付

く
ほ
か
、
湯

立
て
の
内
容
や
面
の
構
成
な
ど
全
般
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
て
、
古

く
は
源
を
同
じ
く
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
の
違
い
は
、

木
沢
タ
イ
プ
が
全
般
に
簡
素
な
印
象
を
与
え
る
の
に
対
し
て
、

下
栗
は
契
印
と
呪
文
を
数
多
く
繰
り
返
す
な
ど
呪
術
色
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
上
町
タ
イ
プ
は
、
個

々
の
行
事
内
容
が
複
拒
ば
し
て
濃
,

厚
で
あ
る
。
面

は
江
戸
時
代
初
期

の
改
易
ま
で
遠
山
地
方
を
領
有
し
た
遠
山
氏
一

族
の
御
霊
を
象

っ
た
と
い
わ
れ
る
「
八
社
之
神
」
が
あ
り
、

祭
り
全
体
に
大
き
な
陰
を
落
と
し
て
い
る
。
伝

承
で
は
、
百

姓
一

撲
に
よ
っ
て
遠
山
氏
を
滅
ぼ
し
た
崇

り
で
疫
病
が
流
行
っ
た
た
め
、
そ

の
霊
を
慰
め
る
祭
り
を
従
来
の
祭
り
に
加
え
た
と
い
う
。
崇
り
鎮
め

は

じ

め
、

に

(

遠
山
谷
)

●
日
本
最
大
の
活
断
層
で
あ
る
中
央
構
造
線
に
よ
っ
て
、
赤

石
山
脈
と
伊
那
山
脈
と
の
圃
に
深
く
刻
ま

れ
た
遠
山
谷
。
こ
の
谷
に
劇゙

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
「
遠
山
の
霜
月
祭
」
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
行
政
区
で
い
・

え
ば
長
野
県
飯
田
市
上
村
・
南
信
濃
、

平
成
の
大
合
併
以
前
は
下
伊

那
郡
上
椅

・
南
信
濃
村
で
あ
っ
た
。

●
全
国
山
村
の
例
外
に
も
れ
ず
少
子
高
齢
化
に
よ
る
過
疎
に
悩
む
地
域
で
あ
る
が
、

こ
の
地
は
豊
か
な

林
産
資
源
の
宝
庫
ど
し
て
注
目
さ
れ
。

で
き
た
歴
史
を
も
つ
。
平
安
時
代
末
期
に
荘
園
が
開
か
れ
、
鎌

倉

時
代
仮
は
鎌
倉
八
幡
宮
寺
の
信
濃゚
国
唯
一

の
神
料
地
と
な
っ
た
。
南

北
朝
時
代
に
は
同
じ
中
央
構
・

造
線

上
の
隣
接
弛
-
大
鹿
村
太
河
原
に
南
朝
方
後
醍
醐
天
皇
の
第
八
皇
子
宗
良
親
王
が
征
夷
大
将
-

軍
と
し
て

三
十
数
年
に
わ
た
っ
て
拠゙
点
を
置
い
て
い
る
。
山
深
い
地
に
遠
山
の
霜
月
祭
り
が
伝
承
さ
れ
る
理
由
は
、

そ
ん

な

歴

史

的

な

背

景

が
あ

る

の
だ

ろ
う

。

●
の
ち
に
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
の
木
材
を
、
徳
,

川
家
康
が
江
戸
城
天
守
閣
の
木
材
を
遠
山
谷
か
ら
産
出

し
て
い
る
。
元

和
四
年
(
一

六
一

八
)
に
こ
の
地
'

を
領
有
し
た
遠
山
氏
が
改
易
と
な
っ
た
の
も
、
林

産
資

源
を
ね
ら
う
暮
府
の
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
幕

府
直
轄
領
と
な
り
、
木

材
で

年
貢
を
納
め
る
搏
木
成
村
(

く
れ
き
な
り
む
ら
)

と
な
っ
た
。
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